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大野正夫 :第 19 回国際海藻シンポジウム と国際海藻産業展報告

2007年 3 月に神戸のポートアイランドで「第 四 回国際海藻
シンポジウム」と「国際海藻産業展」が同時開催された。第
19 回国際海藻シンポジウムは，日本海藻協会，1=1本藻類学会，
日本マリンバイオテクノロジー学会の共同の世話により組織委
員会 (有賀祐勝委員長，大野正夫事務局長) がつくられ，神
戸国際会議場( 神戸市中央区港島町中島) で 3 月 26-31 1=1の
期間に，また国際海藻産業展 (岩元JJ券昭事業委員長) は，ポー
トライナー 「市民広場」駅をはさんでシンポジウム会場から徒歩
10分ほどのところにある神戸国際展示場( 神戸市中央区港島
町中11日) で 3 月 2 6-28 1=1の期間に開催された。ここに，第 19
回国際海務シンポジウムと国際海蕗産業展の概要を述べる。

1 第 19 回国際海藻シンポジウム
国際海務シンポジウムは，海藻に関する国際会議として 1952

年にイギリスのエジ、ンパラで、開催されて以来， 3年に l回世界各
地で開催されてきた権威あるシンポジウムである。このシンポジ
ウム開催の発端は，この頃にイギリス沿岸から多く採取されるコ
ンブからアルギン酸の生産が事業化され，海藻からの粘質多糖
類が注目されて，もっと広く多くの海藻の利用を研究しようと海
藻企業グループが資金を出しあって国際シンポジウが開催され
た。現在に至るまで，このシンポジウムの大きなスポンサーはパ
リに事務局がある世界海藻産業協会 (Marinalg) であるために，
シンポジウムには研究者ばかりでなく企業からの参加者が多いの
が特徴である。1971 年に第 7 巨lシンポジウムが札幌で開催され
た。その時には， 1=1本の奇跡的な復興と日本の伝統である海藻
養殖をみようと欧米諸国から多数の参加者があった。
今回のシンポジウムの参加者は，アジア諸国からの参加者
が多く 4 7 カ国から 560名を超えた( 正規登録者 407名，学
生 93 名，同伴者 61 名)0 1977年に米国のサンタパーパラで
開催された時には 750名の参加|があったが，この時はまだ匡|

11司会式

際藻類学会の大会がなく，微細藻類分野も含めたシンポジウ

は，今回が最大の参加者となった。
国際海藻シンポジウムを主催する国|際海謀協会 (Intemational

S e a w巴巴d Association， ISA) は，世界各国から地域別，産業界
別に選ばれた 10"' 12 名の委員からなる理事会 (International
S巴aweed Association  C ouncil， ISA C ) が運営にあたり，日本
からは設立以来 l名が引き続き選出されてきた。次回から能
登谷正浩教授が I S A C メンバーとなる。今回の I S A会長は
H arris  “P ete" Bixler ( 米国) であったが，体調がすぐれず来
日できなくなり，副会長の Thierry C hopin教授( カナダ) に
より I S A C の運営と開会式・閉会式の挨拶が行われた。
日程は， 3 月 2 6 1=1午後登録受付が行われて， 2 7 日と 2 8 日

は一般発表とミニシンポジウムが行われた。2 9 日にはエクス
カーションが実施された。3 0 1=1と31 日午前中にはミニシン
ポジウムと一般論演が行われた。ポスターセッションは 4
1暗ホール ( 1室を含む) に期間中ポスターが掲示され， 28 日
と30 1=1に発表が行われた。前固まで、最終日午後に閉会式とい
う日程であったが， 当日の使で帰匡| する者が多いので，講演
終了後すぐに閉会式が行われた。2 8 日は小雨がぱらついたが，
シンポジウム期間中はほぼ天候には恵まれた。

基調講演
基調講演は，現在，話題となっている分野から下記の 4題
がメインホールで行われた。早朝からの講演であったが，多
くの聴衆が集まった。
Ikunoshin Kato， Takara Bio 1nc.， 1=1本 :Immunologica1 B 巴n巴fits on  
H ealth by  Polysaccharides frolll Red and Brown Seaweeds 

Thier・ry C hopin， Univ巴rsity of N 巴w Brunswick， C anada: The 
Renewed  lntel巴st in Seaweecl Aquacultur巴 as th巴 Inorganic
Extractive COlllpon巴nt of lntegrated Multi-Trophic Aquacultur巴
(1恥1TA) Systellls w ith Finfish  ancl ShelLfish  

Sung  M in Boo， C hungnam National  U njversity， Korea: Div巴rsityand
Mol巴cular Evolution  of B rown A lga巴

L ouis  E .  Deveau， Acaclian S巴aplants Limited， Canada: R esponsible 
U tilization ancl C ultivation  of COlllmerciaLly  Illlportant C anadian 
Seaweecl Resources 

ミニシンポジウム
今回のシンポジウムでは国際会議場のメインホールと 4 ・5階
の全室が使われたが，ミニシンポジウムと一般発表は 4 ・5階の
4 会場( 各会場とも 100名以上着席可能) で同時進行のかたち
で行われた。今回のミニシンポジウムの特色は，前回までより
はるかに多い 2 2課題のミニシンポジウムが組まれたこと，コ
ンビナーの多くがアジア諸国からの研究者であったことである。
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l課題の持ち時間は 211寺岡であるが，藻場や生五g生態分野の課
題が多く， 二齢化炭素吸収と複合養殖の課題は 2回のセッシヨ
ンにして充分な討議が行われた。ミニシンポジウムのタイトル
を，下記に基礎分野から応用分野の順番で列記する。
1)  G 巴n巴tICS，g巴nomics and molecular  biotechnology of seaweeds， 2) 
Seaweed phylogeography， 3) B iocliversity  of seaweeds  in Southeast  
Asia， 4) Taxonomy， phylogenetics  ancl 巴volution of kelp， 5) R egional  
clistribution  ancl variation  of the  genus  P orphyrα: its  utilization ancl 
application， 6) R巴cent aclvanc巴s in th巴 taxonomy，phylogenetics ancl 
utlization of agarophytes， 7) Micro-propagation of seaweecls， 8) A lgal  
lectins  and glycomics， 9) Recent clevelopments  in issues of health 
ancl clisease:  Effects/control， 10)  Seaweecls as  a  source of biologicalJy  
active com pouncls， 11)  S巴aw e巴cl population  dynamics  ancl mocleling， 
12) “M O B A "， 13) I S O Y A KE， 14) Biology of floating  seaweecls 
(SαrgasれlIn)，15)  Construction ancl effects  of s巴agrass becls， ]  6) 
Coastal  m anagem ent of s巴aw巴巴cl r巴sourc巴s and seaw巴巴cl cultivation， 
17) Structuring  forces in a1gal community， 18) Seaw巴ed cu1tivation 
ancl uti1ization， 19) Control methocls  of constrllction of Sω'gassum ancl 
k巴Ip becls， 20) Coastal  strllctllres for  m arine  ranching  ， 21) Recluction 
of C O2  using  seaweecls， 22) lntegratecl aqllaclllture  :  Essentia1  ro1e of 
seaweecl cultivation  (Global巴xpansion of m ari-cu1tur巴)

一般講演
一般講演は，分類/ 形態，生態/ 生理生態，増養殖， 化学，

利用の 5分野に分けて講演が行われた。講演数は 75題で、あっ
た。一般前演の中から学生，院生に与えられる U B C賞が選
ばれることもあり，若い研究者の発表が多かった。

ポスタ発表
ポスタ一発表は，全発表の約半数の 175 題であったが，キャ
ンセルが 18題あった。年々，ポスター作りの技術が進歩して
おり，内容も理解しやすくなった。l人で 2題以上発表する
者がかなりおり，今後は発表数の制限も必要に思えた。

ワークショップ
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ワークショップは，27 日の一般講演の後に行われた。海
藻養殖の話題提供者が参加をとりやめたため，養殖分野参加
者が海藻産業分野に合流して，下記の 3課題で行われた。午
後 5 f1寺45 分からの夜の部にもかかわらず，会場は満席にな
るほどの崎況で楽しい雰囲気で行われた 1)Introduction to  
Seaw巴巴d lnclllstries  in Japan， 2) Functional  Compon巴nts of Seaweeds、
3) EClcarpus G巴no m巴PI吋ect ancl B iology of Ectcarpus Sp巴cles

特別講演
30 日パンケットの前に，メルボルン大学の John A. W est 

教授による紅誌類の生殖に関する下記の講演が動画を用いて
行われた: C om parati ve  c巴11 m otility of som e ‘bangiophyciclean'  
ancl ‘floricl巴ophyciclean'I・ecl alga巴

レセプション
飲迎レセプションは 3 月26 EI午後 611寺よりポートピアホテ

ルのレセプションルームで行われた。多くの者がil1命になって再会
を喜び合う光景がみられた。サクラ祭は 3 月28 日午後 611寺より
ポートピアホテルのレセプションルームで，鹿児島大学の寺田竜
太助教授とグレゴリー氏の司会のもとに行われた。アトラクション
で、は高知県山田太鼓保存会の4名による豪快な太鼓の音と高い音
色の笛に魅了され，参加者による太鼓の叩きかたの練習も行われ
た。パンケッ トは3 月30 日午後 6時よりポートピアホテルレセプ
シヨンルームで、行われた。アトラクションでは神戸大学邦楽研究
会のメンバー LO名による琴と尺八による演奏が行われた。着席
形式で日本の芸能を堪能し，懇談の一夜であった。

工クス力一ション
3 月 29 日に次のようなエクスカーションが行われた : (a) 海

蔀養殖コース:1明石海苔養殖場( 乗船)，兵庫漁連流通センター，
ワカメ養殖場を陸上より視察，淡路島糸状体培養センターと
阪神地震記念公園。(b) 海藻加工コース :フジッコ( 株) 昆布
加工工場，兵庫漁連流通センター， 兵庫県水産技術センター，
のり研究所。(c) 海藻採集コース :神戸大学岩屋臨海実験所，
淡路島の沿岸で海藻採集。(d) 判l戸・姫路観光コースオ|:1路城，

サクラ祭で，太鼓の練習



須磨海浜水族|霊1，海苔養殖場を陸上より視察。(e)京都観光コー
ス: 金閣寺，銀閣寺，清水寺。
海藻養殖コースには 162 名の応募があり，乗船して海苔養

殖場のなかに入ってゆくために，どのようにするか兵庫漁連
の猿橋孝治氏，元兵庫県水産試験場長の山内幸児氏とたびた
び会合を持った。幸い大型釣り船の手配ができ，参加者は間
近で海苔を摘み取る光景をみるこ とができた。海藻加工コー
スは， 98名の参加者があった。フジッコ( 株) の協力が甚大で，
このためコンブ加工から利用までの英語版の D V D を作成し
て，参加者に紹介した。兵庫県水産技術センター， のり研究
所の説明も詳しく行われて参加者は満足した。

同伴者プログラム
同伴者プログラムとして 3月 27 日午後に神戸市内パス見学

が行われた。27 日午後， 28 日， 30 EIには 4 1輔の l室において，
毎日，異なるプログラムで生け花教室，茶の湯教室折り紙・ 書
道教室が聞かれて好評であった。生け花の作品は，シンポジウ
ム期間中，ホールに展示された。パス見学の参加者は 18名，生
け花等の文化教室は，毎日ほぽ満員の盛況で大変好評であった。

海藻おしば展示とおしば教室
海藻おしば協会の会長野田三千代さんの迫力ある全紙版を
はじめ，みごとな 30点の海藻おしば作品が， 4階の 1部屋に展
示された。参加者はその美しさに驚いていた。あわせてこの部屋
と海藻産業展の会場で、「海藻おしば、教室」が催されたが，多く
の来場者がおしば作りに挑戦し好評だった。また，野田さんデザ
インの「海藻おしばクリア莱」がシンポジウム参加者へのフ。レゼ
ントとして配布された。日本の海藻おしばのレベルを知ってもら
うことと同時に海藻おしば、が世界に広まるのを期待したい。

学術賞
Marinalg 国際賞と U B C ( ブリティシュコロンビア大学) 貰
Marinalg 国際貨は国|際海藻産業協会 (Marinalg) によって，

前回のシンポジウムで発表され学術報告書 (Proc巴巴dings) に
掲載された論文の中から選考される。開会式の最後に C hopin
次期会長から 3論文の受賞者の発表があり，日本から桐原慎
二 ・仲村俊樹 ・今男人 ・藤田大介 ・能登谷正浩らによるコン
ブの生態に関する論文が受賞された。U B C賞は，口頭発表の
なかから学生と大学院生へ与えられる貨であり，現在は国際
海務協会が選考を行っており，閉会式において Chopin 次1.)]
会長から受賞者が発表された。
Marinalg賞
R o m o， Avila， Nunez， Perez， Candia and A roca: C ulture of Gigarrina 
skollsbergii (Rhodophyta) in Southern Chile 

Bouzon， Ouriques and OliveII'a: Spor巴 adhesion in cell w all 
formation in Gelidiul11 f1orid，ωlUlll (Rhodophyta， G elidial巴s).

Kirihara， Nakamura， K o n， Fijita and Notoya: R ec巴nt fluctllations 
in distl・ibution and biomass of cold and warm w ater sp巴ci巴s of 
Laminarialean alga巴 atCape O h m a， Northern Honshll， Japan.  

UBC 1!l 
第 l位
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Parente， M .  1.， Rousseau F.， Fletcher， R.L.， Neto， A.I.， Vidal N .  and 
de Reviers， B .ー R e-evalllating ord巴rs within th巴 Pha巴ophyceae:
Nelllod巴rmatal巴s Ord.  N o v.  Petrod巴r matales Ord. Nov. and 
R alfsiales Ord. Nov. thl巴巴 ne w orders of crustose brown alga巴.

第 2 位
Robertson-Andel'sson， D.V.， Bolton， J. J.， 'froeLl， M .， Anderson， R. 
J.， Maneveldt， G .， Halling， c.， Smit， A. J.， Probyn， T.  and Peall， 
S.: The 巴vollltion of integrated  seaweed  cultivation in tem p巴rate
SOllthern Africa 

第 3位
Nerio， Y.， Karato， M .， K o y a m a， T.， Yamaguchi， K.， Nemoto， M .， 
Shigemori， H.， Kamitani， T.， Toda， T. and Yazawa， K.: Effect of 
Laminaria japonica extract on blood glucos巴levels in mice.  

日本海藻協会ポスター貰
日本海部協会が指名した選考委員会により，海藻利用に関

するポスタ一発表の中から選考された。今回は次の 3題の研
究に対し日本海藻協会ポスター立が贈られた。
Critchley， A. T.， Hurtado， A .  Q.， Bleicher-Lhonneur， G m  
Leflamand， A. and Mazoyer， J.・Obs巴rvations and on  th巴 dllration
of clIlture  of K a paphycus  alνal官ZII tambalang. 

H w a n g， E. K.， Baeck， J.  M .  and Park， C. S.: The gl巴en alga， Codium 
fragile， cultivation by  artificial  seed  prodllction  in Korea. 

Hayashi， Y. and Notoya， M.: M orphological  stlldies  of a  non 
vegetatlve propagatlon str創 n of Ecklonia stolonifera OkaJl1l1ra and 
E. kU/'OlIIe  O kamura (Laminariales， Phaeophyta) from Oki Islands， 
Shiman巴 Prefectllre，Japan 

感謝状の贈呈
開会式式典の後，日本海藻協会会長から，海藻産業発展に

貢献し，匡l際海藻シンポジウムと今回開催された国際産業展に
多大の協力を戴いた下記 6 :1:1の方々に，感謝状が贈呈された。
塚越 11: 伊万11食品工業株式会社会長，111岸八郎: フジッコ

日本海務協会からの感謝状の贈呈
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株式会社会長，永持孝之進: 五li研ビタミン株式会担名誉会長，
故角谷清: 角谷株式会社，西淳一俊・ 東京教育大学名誉教授，
鈴木宗一郎・ 鈴木技術士事務所

2. 国際海藻産業展
国際海部産業展は， 神戸国際展示場 l号館 2階展示室 (1，300

m 2) で¥ 多くの見本市などで行われているブース形式 (1小間 :3
m  x  3  m ) のコーナーとテーブルを衝立でイ1切る形式コーナーで、
行われた。ブース形式，あるいは，
つかつて独自のブースを作って展示を行ったのは，次のような団
体である。伊那食品工業株式会社フジッコ株式会社，タカラバ
イオi株式会社，株式会社イービーエム，理研ビタミン株式会社，
株式会社山忠，株式会社キミカ，マリン ・サイエンス株式会社，
T A C A R A  SDN. B H D， M S C  CO.， L T D.日本海藻協会，株式
会社ナボカルコスメティックス，特定非営利活動法人日本国際湿
地保全迎合，W A L Z Mess叩 ld Regeltechnik，ナモト貿易株式
会社，四国土建株式会社，株式会社海1:1コ景観研究所，サカイオー
ベックス株式会社，富士イじ学工業株式会社， 小浅商事株式会社，
株式会社瀬戸内グルメ。外国からの参加出):&もあり 30

多櫛頒グノレーフ。からの出展。 コンブ， i 1 f J苔なとやの伝統食品のコー
ナーでは，フジッコがとろろコンブの製造笑演を行った。化粧品コー
ナーで、は実演が行われた。藻場造成など自然再生事業の!展示ま
で111[¥広い紹介がされた。
小1'1引を衝立で、仕切る日本海藻協会コーナーでは，次のような項
目別グ、ループ別の展示が行われた。1. 青海苔・海苔削煮コーナー，
2.伝統食品:寒天・心太コーナー，3 海説サラダコーナー，4 海苔・
新規海謀商品コーナー，5.対馬特産海部とコンブ入り漬け物コー
ナー，6. 昆布・ひじきコーナー，7. 日本わかめ協会コーナー， 8.健
康製品 ・健康飲料コーナー，9.健康サプリメン卜コーナー， 10.微
細践す真の健康サプリメントと化粧品コーナー，11. 海外海諜製品 ・
海部肥料コーナー， 12.海の森づくり推進協議会などで、あった。日
本海務協会コーナーに参加した会社 ・団体は 40社にも達した。
多くのコーナーで，試食，

場の樹立墜には，海藻おしばの展示がされ，会期に1:1，午前と午後

国際海藻産業)友会場

の1時間，海藻おしば教室が開催された。昼食時には弁当と海藻
麺の出J;!iがでた。シンポジウム参加者は幾度も会場に来る者がお
り，海藻産業展の来場者は 3 1::1聞で 3，000名を予定していたが，
それ以上の来場者があり，連日会場は賑わいをみせていた。海外
からのシンポジウム参加者には，海謀産業の 111mが広いことを実
感し驚きの連続であったと思う。

このシンポジウムでは，組織委員会と実行委員会が組織さ
れたが，能登谷正浩氏がサーキュラーなどのデザインを担当し
た。組織委員の川井浩史，原
氏からの助言を得てシンポジウム準備が進められた。プログラ
ム・アブストラク 卜編集には，能登谷正浩，小河久朗，桐原慎二，
浪岡日左雌各氏の協力を得た。シンポジウム開催H寺には，平岡
:!ffJ規氏とや11谷充例l氏の指揮のもとに，多くの実行委員の方々が，
会場係とパワーポイン 卜入力作業を行った。
実行委員若手グルーフ。の協力によって，講演発表，エクスカー
シヨン，レセプションなどは，大きな問題も生じずにスムーズ
に運営することができた。皆様に深く感謝します。ただ，筆者
の入力ミスで，ポスター，アブストラクト受埋などに 卜ラフ、、ル
があったことをお詫びしたい。エクスカーションでも，多くの
方々からの協力を得た。お礼申しあげます。
国|際海藻産業展は，岩元勝昭委員長を中心として，食品研

究社の後援を得て行われたが，約 60 の会社 ・団体の協力で
展示事業を成功させることができたことを，関係者の皆様に，
ここに深謝します。特に，このシンポジウムでは，伊那食品
工業( 株) とフジッコ( 株) が，多大の協力をして下さいました。
このシンポジウムの登録からホテルなどの事務手続きなど多くの
作業は M & J International (新川順子さん，新川 員さん) によっ
て行われた。ここにお礼申し上げます。
なお，今回のシンポジウムの Proceedingsは， Journal of  

Applied Phycology の特別号 として出版される 予定であ
る。また，次の第 20 回国|際海部シンポジウムはメキシコの
E nsenada にある Universidad Autonoma c1e  Baja California  
で 2010年夏に開催されるこ とになっている。

(1空間土建株式会社)

日本わかめ協会コーナー


